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  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計）  （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高  営業利益  経常利益  四半期純利益  

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

26年３月期第３四半期  192,224 2.9 9,890 0.1 10,506 △1.6 6,310 26.7 

25年３月期第３四半期  186,817 △1.0 9,883 △12.9 10,672 △8.2 4,980 △27.4 

（注）包括利益  26年３月期第３四半期  9,206百万円 （53.9％）    25年３月期第３四半期  5,982百万円 （△39.9％）  

  
１株当たり  
四半期純利益  

潜在株式調整後  
１株当たり  
四半期純利益  

  円 銭 円 銭 

26年３月期第３四半期  26.44 － 

25年３月期第３四半期  20.75 － 

  総資産  純資産  自己資本比率  １株当たり純資産  

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

26年３月期第３四半期  382,866 195,932 50.7 813.11 

25年３月期  366,114 189,303 51.2 785.40 

（参考）自己資本  26年３月期第３四半期  194,039百万円   25年３月期  187,437百万円 

   
年間配当金  

第１四半期末  第２四半期末  第３四半期末  期末  合計  

   円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
25年３月期  － 5.00 － 5.00 10.00 
26年３月期  － 5.00 －       

26年３月期（予想）          5.00 10.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無     

  （％表示は、対前期増減率）

  売上高  営業利益  経常利益  当期純利益  
１株当たり  
当期純利益  

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期  254,000 3.1 12,000 △1.2 12,500 △8.1 7,300 68.8 30.59 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無     



※  注記事項  

  

  

  

  

  

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示  

  

  

  

  

  

（４）発行済株式数（普通株式）  

  

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。  

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項  

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注

意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情

報に関する説明」をご覧ください。  

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無     

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無     

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無     

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無     

③  会計上の見積りの変更                        ： 無     

④  修正再表示                                  ： 無     

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年３月期３Ｑ  278,851,815株 25年３月期  278,851,815株 

②  期末自己株式数  26年３月期３Ｑ  40,212,123株 25年３月期  40,200,666株 

③  期中平均株式数（四半期累計）  26年３月期３Ｑ  238,645,277株 25年３月期３Ｑ  240,065,941株 
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（１）経営成績に関する説明 

  当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日銀の金融緩和策等による円安・株高を背景に企業収

益・雇用・所得環境にも改善が見られ、景気は緩やかに回復を続けてまいりました。 

  貨物自動車運送業界におきましては、景気の持ち直しを反映し、消費関連荷物を中心に増加傾向にありますが、

為替の影響から燃料価格は依然として高止まりを続け、人手不足を補う人件費をはじめとした外注費の高騰も続

き、厳しい経営環境下にありました。 

  このような状況のもと当社グループでは、ネットワーク網の拡大など積極的な事業展開に向けて諸施策を講じて

まいりました。 

  以上の結果、売上高は1,922億24百万円（前年同四半期比2.9％増）、営業利益は98億90百万円（前年同四半期比

0.1％増）となり、経常利益は105億６百万円（前年同四半期比1.6％減）、四半期純利益は63億10百万円（前年同

四半期比26.7％増）となりました。 

  これらをセグメント別に見た営業の概況は次のとおりであります。 

  運送事業におきましては、新規出店を通じてネットワーク網の拡大を図るとともに、一方では荷物の選別輸送の

強化に努め、運賃収受率の向上を図ってまいりました。以上の結果、売上高は1,694億35百万円（前年同四半期比

2.5％増）、営業利益は88億54百万円（前年同四半期比6.9％増）となりました。 

  流通加工事業におきましては、流通センターの開設と新規顧客の効果もあり、売上高は85億８百万円（前年同四

半期比5.0％増）となりましたが新施設の開業費がかさみ、営業利益は４億28百万円（前年同四半期比17.2％減）

となりました。 

  国際事業におきましては、通関取扱い件数は減少いたしましたが東南アジアを起点とした営業強化策により、売

上高は45億91百万円（前年同四半期比0.7％増）、営業利益は４億６百万円（前年同四半期比30.4％増）となりま

した。 

  その他事業におきましては、賃貸施設の稼働率の向上もあり、売上高は96億89百万円（前年同四半期比8.7％

増）となりましたが営業利益は26億71百万円（前年同四半期比7.7％減）となりました。 

   

   

（２）財政状態に関する説明 

（資産）  

  当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて167億51百万円増加し3,828億66百万

円となりました。これは主に、建物などの有形固定資産が84億88百万円増加したことや投資有価証券などの投資そ

の他の資産が79億19百万円増加したことにより固定資産が166億30百万円増加したことによります。 

  

（負債）  

  当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べて101億22百万円増加し1,869億33百

万円となりました。これは主に長期借入金の減少などにより固定負債が10億28百万円減少した反面、支払手形及び

買掛金や１年内返済予定長期借入金の増加などにより流動負債が111億51百万円増加したことによります。 

  

（純資産）  

  当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて66億28百万円増加し1,959億32百万

円となりました。これは主に利益剰余金の増加により株主資本が39億29百万円、その他有価証券評価差額金の増加

によりその他の包括利益累計額が26億72百万円増加したことによります。 

   

   

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

  連結業績予想につきましては、平成25年11月５日の「平成26年３月期 第２四半期決算短信」で公表いたしまし

た通期の連結業績予想から変更はありません。 

   

   

    当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  該当事項はありません。 

   

   

１．当四半期決算に関する定性的情報

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 28,756 26,387

受取手形及び売掛金 33,528 36,843

繰延税金資産 1,489 593

その他 3,141 3,248

貸倒引当金 △280 △315

流動資産合計 66,636 66,757

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 193,758 202,479

減価償却累計額 △130,822 △133,790

建物及び構築物（純額） 62,936 68,688

機械装置及び運搬具 57,696 59,139

減価償却累計額 △48,650 △50,309

機械装置及び運搬具（純額） 9,045 8,830

工具、器具及び備品 13,143 13,363

減価償却累計額 △11,028 △11,257

工具、器具及び備品（純額） 2,114 2,106

土地 184,504 186,214

建設仮勘定 2,700 3,950

有形固定資産合計 261,301 269,789

無形固定資産 3,681 3,904

投資その他の資産   

投資有価証券 29,674 35,007

繰延税金資産 1,430 1,574

その他 3,509 5,913

貸倒引当金 △120 △81

投資その他の資産合計 34,494 42,413

固定資産合計 299,478 316,108

資産合計 366,114 382,866
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 17,130 18,825

短期借入金 11,900 11,900

1年内返済予定の長期借入金 6,413 14,690

リース債務 2,079 1,388

未払法人税等 3,482 1,517

賞与引当金 2,821 1,141

その他 16,318 21,834

流動負債合計 60,146 71,298

固定負債   

転換社債型新株予約権付社債 20,000 20,000

長期借入金 41,038 38,847

リース債務 1,017 61

再評価に係る繰延税金負債 27,574 27,563

退職給付引当金 16,216 16,934

再開発費用引当金 2,378 2,378

債務保証損失引当金 13 13

負ののれん 73 36

その他 8,350 9,799

固定負債合計 116,663 115,635

負債合計 176,810 186,933

純資産の部   

株主資本   

資本金 30,310 30,310

資本剰余金 37,102 37,102

利益剰余金 98,535 102,471

自己株式 △17,317 △17,324

株主資本合計 148,631 152,560

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 8,163 10,827

土地再評価差額金 30,629 30,617

為替換算調整勘定 12 34

その他の包括利益累計額合計 38,806 41,479

少数株主持分 1,866 1,893

純資産合計 189,303 195,932

負債純資産合計 366,114 382,866
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

売上高 186,817 192,224

売上原価 172,622 177,691

売上総利益 14,195 14,532

販売費及び一般管理費 4,311 4,642

営業利益 9,883 9,890

営業外収益   

受取利息 12 3

受取配当金 449 614

負ののれん償却額 36 36

補助金収入 470 －

その他 295 331

営業外収益合計 1,264 986

営業外費用   

支払利息 336 293

その他 139 77

営業外費用合計 475 370

経常利益 10,672 10,506

特別利益   

固定資産売却益 2 140

負ののれん発生益 268 121

投資有価証券売却益 － 543

債務保証損失引当金戻入額 3 －

受取和解金 － 205

特別利益合計 274 1,011

特別損失   

固定資産売却損 0 2

固定資産除却損 319 333

減損損失 474 177

投資有価証券評価損 227 202

投資有価証券売却損 0 －

ゴルフ会員権評価損 0 －

厚生年金基金脱退拠出金 934 32

特別損失合計 1,956 749

税金等調整前四半期純利益 8,991 10,767

法人税、住民税及び事業税 2,935 3,725

法人税等調整額 1,036 533

法人税等合計 3,972 4,258

少数株主損益調整前四半期純利益 5,019 6,509

少数株主利益 38 198

四半期純利益 4,980 6,310

少数株主利益 38 198
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 5,019 6,509

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 963 2,671

為替換算調整勘定 △0 26

その他の包括利益合計 962 2,697

四半期包括利益 5,982 9,206

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 5,938 8,995

少数株主に係る四半期包括利益 43 211
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  該当事項はありません。 

   

   

  該当事項はありません。 

   

   

        セグメント情報  

        Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日） 

        １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産の賃貸事業、物品販売事業及び

      労働者派遣事業（委託業務）等を含んでおります。 
  

        ２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当

          該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない広告宣伝費及び各連結会社本社の管理部門に係る費用であります。
  
        ３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

          （固定資産に係る重要な減損損失） 

              「運送事業」セグメント及び「流通加工事業」セグメントにおいて営業活動から生じる損益の継続的なマ

            イナス、又は地価の著しい下落が認められる資産グループについて、資産の帳簿価額を回収可能価額まで減

            額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。 

              なお、当該特別損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては、「運送事業」が156百万円、

            「流通加工事業」が２百万円であります。また、報告セグメント以外の減損損失の計上額は315百万円であ

            ります。 

          （のれんの金額の重要な変動） 

              「運送事業」セグメントにおいて、絹川屋運送株式会社の株式を取得し連結子会社としたことにより、の

            れんの金額に重要な変動が生じております。 

              なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては846百万円であります。 

          （重要な負ののれん発生益） 

              「運送事業」セグメントにおいて、連結子会社が当該会社の自己株式を取得したことにより268百万円の

            負ののれん発生益を計上しております。 

  

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

  （単位：百万円）

  

報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
運送事業 

流通加工 
事業 

国際事業 計 

売上高   

外部顧客への売上高  165,245  8,100  4,561  177,907  8,910  186,817

セグメント間の内部売上高又は振替高  －  －  －  －  6,817  6,817

計  165,245  8,100  4,561  177,907  15,727  193,634

セグメント利益  8,283  517  312  9,113  2,892  12,006

  （単位：百万円）

利益 金額 

報告セグメント計  9,113

「その他」の区分の利益  2,892

全社費用（注）  △2,122

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益  9,883
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        Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日） 

        １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産の賃貸事業、物品販売事業及び 

      労働者派遣事業（委託業務）等を含んでおります。  
  

        ２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当

          該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない広告宣伝費及び各連結会社本社の管理部門に係る費用であります。

  

        ３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

          （固定資産に係る重要な減損損失） 

              「運送事業」セグメントにおいて営業活動から生じる損益の継続的なマイナス、又は地価の著しい下落が

            認められる資産グループについては、資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、また除却予定となった資

            産については、当該資産の使用価値を零としてそれぞれ当該減少額を減損損失として特別損失に計上してお

            ります。 

              なお、当該特別損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては、「運送事業」が110百万円であ

            ります。また、報告セグメント以外の減損損失の計上額は67百万円であります。 

          （重要な負ののれん発生益） 

              「運送事業」セグメントにおいて、連結子会社が当該会社の自己株式を取得したことにより116百万円の

            負ののれん発生益を計上しております。また、報告セグメント以外の負ののれん発生益の計上額は５百万円

            であります。 

  

  

   

   

  （単位：百万円）

  

報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
運送事業 

流通加工 
事業 

国際事業 計 

売上高   

外部顧客への売上高  169,435  8,508  4,591  182,535  9,689  192,224

セグメント間の内部売上高又は振替高  －  －  －  －  6,516  6,516

計  169,435  8,508  4,591  182,535  16,205  198,741

セグメント利益  8,854  428  406  9,689  2,671  12,360

  （単位：百万円）

利益 金額 

報告セグメント計  9,689

「その他」の区分の利益  2,671

全社費用（注）  △2,470

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益  9,890
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